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S昭和 53・54年度幹事選挙結果について
3月2日 加納，藤原両幹事が，京都薬科大学Kて開票を行い。次のよう K新幹事が決定し

ました。陶投娯総数は 108頭でしたo

東 部

当選 松 村 外志張(東大医科研) 4 1県

" 山 秀 機(痛 研) 28票

次点 丸野内 柑(三羨化成生命研} 14 j!Ji 

商 lls 

当 i~ gJf 期 子(九大医学nB) 2 I ~震

11 伴 貞 幸(京大医学部} 21票

次点 鈴 木 文 男(金沢大薬学部} 19票

との結果昭和53年度幹事は 三井洋吉](東京都老人間)，許雨情(点大医科研)，藤原奨定

(神戸大医学部)，常保孝技(問大医学部)の各氏と四人の新幹事ということになりました。

S第 45回研究会開催について
研究会開俄案内第二報として.一般都演および，シンポジウム綿演.申込みの要領が，見IJ項

(色頁)Kf笥.慨されているロ開催期日が予報でお知ちせしたものと変更Kなっておりますので

ご注意下さL、。

s第 46回研究会開催について(予報)
世話人:三宅綿

会 j切

場 所

三菱化成生命科学研究所・細胞生物学研究室

東京都町田市南大谷 11号 〒194

電話 0427-26-1211 内247

附和53年 10月26日(木)， 27日(金)

三菱化成生命科学研究所間金

(東京都町田市南大谷川号)

新宿駅より小田急線で約回分玉川学園前"又は"町田"で下車
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シンポジクム 「組織培養の遺伝学への貢献J(仮題)

最近の生物学の流れを見ると.組織培強が如何K多くの分野の発展K

寄与しているかを感じさせられます。

遺伝学の分野においても.タイルス，微生物を材料として明らか忙なっ

てきた基本原理が高等生物KはどのようKあてはまるのか，又，高等生

物K特有の高次の生命現象K逃伝子がどのように関与しているのかを考

える時，組織培盤の1ft嬰さは非常に大きなものと考えられます。このよ

うな考えK落づいて，ここで一度組織培養が如何K遺伝学K寄与して来，

また，その限界がどこ Kあるのかを皆様と共K考えてみたいと思い.こ

のシンポジウムを企画しつつあります。まだ，私の頭の中Kある段階で

すが，今後， ¥. 、ろいろの方の倒ffi動力を~Jて，具体化して行きたいと思っ

て居りますのでよろしく御協力の縄.お願い致します。

御意見大歓迎ですので，若しありましたら，是非，小生宛御一報下さ

L 、 。(三宅端}

S勝因 甫教授と組織培養
一東大・ご退官K寄せてー

県国行問(逃伝研・形質)

年ごと K花がl栄けども色うつろい，人来れども.はたまた去り，日本組織培養学会も，.1956

年(昭和31年九組織培盤研究会として瓜々の声をあげてから年を符.ること早や~年Kなる。

この学会の創設以来.その発展のためK 中，G例な役~IJを呆され.戦後わが肉Kおける組織培接

の研究の巡歩K偉大な足跡を残された勝田 甫教授が，この春.東京大学底科学研究所教授を

停年でど退官されることになった。

憶えば.昭和31年9月，東大の伝染病研究所(現従の民科研)で，勝目隠士(当時助手)の

呼びかけで第 1I副組織培遺書研究会が閲かれた当時制名の会員も，現在は外国人会員幼名を含む

400名K近い会員数K遥し.研究会も.毎年春・秩の開備を重ねて.本年6月Kは京都で第45

問研究会が開かれるまでK成長した。

発足当時は.戦後の混乱期からようやく立ち直りかけたわが闘の学術文化の中で，ほとんど

手探りの状態Kあった組織培生の分野で，お互いK技術や情報を交織し合うとL、う問好会的な

雰防気が強く感じられた。その後の生物学，低学，弾i学.段学などのいわゆる“ライフ・サイ

エンス"の各分野の急速な進歩発.畏Kつれて，組織培接の技法もこれら各分野の議礎・応用間

前K広く探く使用されるよう Kなり，定植性や再現住など近代科学K必須の条件を満たした技

法として，これを用いた研究は質，散ともK飛捌的な発展をとげた。

私が初めて勝目博士のことを知ったのは， 1952年K発表された“ Ja;>anese Journal 
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of Exoer.imental Medicine岨の論文能上である。当時.阪大医学部助手として，ショク

ジ可ウパエの体外培養K取組んでいた私は，昆虫の合成培和植の開発K四務八苦を重ねていた。

Parker一派(1950)が.ニワトリl庄の筋肉組織の培養K地 199を発爽した直後であり，

内自乳類や鳥類など脊推蹴胸とは異なった昆虫組織の培養K最適な無機騒，アミノ償， ビタミン

などの秘顎やその温度の純み合わせKついて，多くの資料をあさり，毎日試行錯践を繰り返し

ていた。この時，自に止ったのが，勝田陣士のニワトリIIE抽出物中の成長促進物質K関する論

文であった。

1956年の第 1同研究会には.勝回附士の呼びかけK応じて，早速鱗摘を申込みt r狸々縄
のメラニン性腿拐の縞織培養.Jという脳で発表したが.勝田博士から「而.闘い研究だね。 Jと

励まされたのが強く印象K残っている。これは当時としては.シ冨ウジョウパエで合成培養液

を使った世界でも最初の研究であったと自負しているo との研究は，その後当時大学院生であ

った堀川正克氏(現金沢大学教授)や，藤尾芳久氏(現東北大学助教提 )tcよって引きつがれ

~. ，...。

東大伝研のせまい会誌察で，わずかな会情{通信伐と昼食のどんぶり代を含めて 100円だ

ったと記憶する}で行なわれた研究会では，勝田陣士がマウス肝制l胞の鳩持でt J汗クイルスの

榊~tKついて発表されたのを始め.現在活開中の会員では. l1J田正鰐(東大人棚聞 進(神

戸大).川原審幸(大阪歯大}の各教伎がそれぞれ研究発表された。

発足当時は，できるだけ簡集を旨とし，経世も余介なものは一切，切りつめ，研究会の鱗演

要旨集や会員名簿なども，すべて勝悶同士みずからガリ版を切って配布されたのが印象的であ

る。当時のプログラムの終り tc:.次回研究会の予告ととも K“抄録原稿の11自慢のためK速遣や
00000000。

活報(1包括ではない/)など 11司分の会動以上K経費のかかるのは闘ります“と記されている

のは貝昧採い。

かくして，第 21司研究会は逆 1957年 1月即応大学医学部で中沢恒幸同士が.第 3悶研究

会は同年 6月公衆衛宇E定で甲断礼作同士が.それぞれお世話されてi瑚かれたが，第 3問までは

すべて開催場所，期日，鵠演者の予定など，助副陣士の手で単備された。端初この研究会は，

削減時間!などのきっちりとしたl期間配分は行なわず，掛演の胤序と.午前と午後の区分位で.

1人討論を含めて持ち時間約 111年間日約 8勉で行なわれ，いつも世話役の靭m者が. まず
トップパヅターとして自己の耐t:reを世K削うというのがきまりであった。

第4回の研究会からは.まず世話役がきめられ.世話役か演題募mをして.他の学会のよう
κ時期や会場，説演者などすべての会の選営をまかせられる形Kなったが，各研究会の皮切り

締演は世話役の研究者，織械と討論の時間はたっぷり取って訟論をつくすと L、う溜慣はその後

も受けつがれてきた。

第 7問削兜会(1959年)を当時限大，1:"、た私がお世話すること Kなり，阪大医学部会誌室

で開催した。京都府立医大内利の某陣士が，少しピンポクの顕微鏡映画をまじえた間演をされ
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たが.m演が終るや否や待ちかまえていた勝田陣士から「どうしてこんなひどい腕演を許した
のか。こんなことでは.組織培養研究会のレベルが疑われる。もっとよく吟味して開演を採択

せよ。 Jと演者そっちのけで.きついお叱りを受け，私もとっきtcrこんなKひどいとは思い
ませんでした。 Jと・償ってしまって，今でも演者の方K昨1しi択ないやら，とっけいや匂である

が，当時はそれどとろではなかった。あらかじめ提出されたR抑制{要旨のみでは，その内容の評・

価は不可能K近く， ~持消予定者~tcはあらかじめ直接会って， 8抑制{内界を知悉す・る位の心桝えが

必要なことをきとされたのであろう門

研究会では， 1956年からBibliogra.phyを毎年出版し， 年ごとK発表された日本人

(会員以外も含む )ttよる伺織常務K明する論文の礎旨，学会発表の預i題.会員名，畳録株な

どを英文で出版し.会員のみならず欧米各閣の組織増強関係の研究者数百名K無料で発送して

きた。とれも斡 1号が勝四時士，第2号が遠藤浩良(帝京大)，第3-5号が制服ー(日本

ロ・ンュ).第 6-7号が山田正篤(東大}の各陣士Kよって備集されてきた。

その後mR号(1963)から第 15号(1970)まで8年聞を私が樹集を受けつぎ，主だった

会員の方々 Kど協力いただいて，内存もしだいに充実したもの忙なり，速報|砕士のど尽力で文

部省科学研究費補助金二次刊行物研究成果刊行賞も受けられるよう Kなったが，とのmJ，尚集

K当つてのijhm帥オ:かちいただいた滴切な助言は枚挙にいとまかなL、。

多くの投稿者から前ぜられたタイプ原稿K目を通し，英文の表現や開法の問地いなど，何と

か外人Kも分るよう Kとのー・心で原稿K修正を加え，印刷，校jr.と大変な帯労を:t1l.わた。ある

"寺，I!?j日1附・士から宥・せちれた原稿K“Themajority of oe119 on medium 

were'"・H・とL、う文章があった。私はこれを“ Themaj or i ty ηf ce11s in 

medium waS'"・H ・..…"と修正して，印刷を終った。名Kしおう肋凹問.士の英文K手を加

えたのは.まことκ“盲，蛇Kおじず"のたとえであろうか。出来上った本を会員K発送して

ほっと一息ついた頃，果して勝出陣士から電話があったo riiiJ故，勝手K修正したのか。 Jと

お叱りである。

“medium ..の前冊.飼Kは“ on“もあるが， “通常叫は“ in・・が使用されること地多い

し， “maj ori ty・1主総合名詞であるから，これを受ける動制はI匹敵がi嘩当だからとお答え

したが，勿論，勝間同士は納得されず，結局~，当時同博士のもと K滞在中のアメリカの

J .Leighton問・士KおうかがL、を立て， “苦情的KはDr.Kuroda.のいう使用例の方が

多い“と、、ぅ“創:宮崎で，やっと納得していただき，安堵の胸をなせおろした。ど自分の書い

た文章をことまで点検し，一宇一句Kまでピリピリと行き渡った神経の強さtc，まさK身の引

きしまる思いであった。このことがあってかち， B :L.bl:iogl:.aoりyの鮒集K寄せられた勝目

博士の儒朝は一明絶大なものとなり，またこれK答えるべく・私もー腐の努力を払った。

B ib1 io grap hy tcは，毎年春秋2回の研究会での蹄減要旨を英文で収録していたが，勝

回博士は外問会員K対して，それが印刷されてからではおそ週ぎるとして，各研究会の開織さ
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れる前tc.，プログラムおよび部前要旨そ英文でタイプして送ることを始められた。

私がBibliogra.phyの梢集をするよう Kなってかち，勝目博士かちの哩紛で，との仕事

が私K廻ってきた。各i賞者からの英文硬骨K目をilflし，全部タイプを打ち直して外国会員K発

jきするのが，研究会商iJの大きな仕事忙なった。さらKまた. rBibliη C{ra.phytc.l収録の際

は，各研究会での駒i貨嬰旨だけでは意味がなL、。その際の討論のあちましを“ Dis cuss ion.. 

として.各日時減ごとKつけ加えるようI'CJ。とL、う勝目tw士からの注文もあった。

これがまた大変な仕事で，研究会開慌の際はいつでも.最初から最後まで締演会場K釘づけ

Kなり，各林被から酎絡まで一部始終を傾聴して，それを克明Kメモし，息抜きのためや，関

係のうすい納摘で一寸外へというわけKも行かず，研究会が終っても，不明な点があれば質問

者l'LFrIJ合わせるといったことで忙殺された。しかし，今Kして思えば，このような

B ibl io {{ra.ohy編集K問しての多くの苦労は，わが|窃の相続培科研究の励行や趨勢を把栂

その後，私の普帯「動物綿織培整法J(共立出版)や論文を執錯するするのK大いに役立ち，

際K何よりの穆考となり，むくわれる処大であったと感じている白

わが|司矧続ZJt持研究の発隈K尽くされた功績は，はかり知れないものがある。

とく tc~現傍，との分野の研究の流れが，それまでのいわゆる“組織片培饗"から“細胞培饗"

へと移り，鍛密な近代科学としての定眠性や再現性K耐えるととのできる技法が，

勝田陣士が，

っきつぎに

Ea.rleちの開発した質椋培養

これを改良して簡便貫棟、.

その中で4、細胞の増刷岐御l定lて，開発されたが，勝目同士は，

method)をいち早く導入され，culture 法(reolica.te 

日本でのその利

用を広められたことは特-筆K価する。

それまで使用されていたFisherのi面倒別大度(細胞集聞が容器K付精している部分の商

mo.thod)として，culture reolicate 培弘法(simplified

穆tを測定し，その別大崎で増嫡を表わす法)では，実際K綱胞が分裂してふえたのか，移住し

て出械だけが広がったのかが明確でなく，実験結果の再現性K大きな陣容があった。

きらtて核散り1骨加や生細胞(死細胞は除去}の矯加をクリスタル

・パイオレット染色で算定する簡使重複培養法を用いて，ニワトリ妊の繊維芽細胞の培穫で，

算定誤差，容器，湿庇，培接被世， pH，廻転，至i斑培地混合比率，継代などの格差長鶏礎条件を

検討し，通常培養K加えられる種々の抗4制却質， pH指示薬，トリプシンなどが細胞K与える影

縛Kついて除制な研究を行なL九 1954-1955年の“ Japanese

Medioine ..のほとんど毎号のしかも大多数の質を独占する位の数多

of Journa.l 

勝目H砕士は*=際の納胞数，

Exp er im enta.l 

くの論文K発表されているo

“双子管培養法"や"なぎさ培経法"など斬新な培餐法をつきつぎK開発されたのも.同博

士の独自IJ性とアイデ7tc.富む一雨を浮き彫りにするものであるが，私がアメリカのMoscona.

sha.ker “を用いた組織再構成法を習得して帰国し， この培

。ulture 勝田博士が「廻転培養roller
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と混同しないためK旋悶培卦としたらどうか。 jというと助言をいただき，以後“旋問培養“

ce11"" 

-フィルムやカラースライドは，それだけでも磐会者の眼を釘づけKする効果があった。つぎ

つぎK発表される同博士の膨大な研究結果を沢山のスライド托するため， ftJm室の一隅l'C，細
胞の増殖dll線を摘くスライド作成の装l慨が常時セットされ，縦4鞠の細胞紙横舗の培拠日教の

線はそのままで，実験結果が出れば筒ちK曲線古nの線と，表題の“ Effect 
culture輔の H ・H ・部介のみを色の違った字でつけ方ilえて.スライド作

成が完了という手ぎわのよさtr.，勝間博士の11f.，ー!仕ともKすぐれたスライド作成の秘密を垣間

of'…・…"'On

1n …ooce11s 

見た忠がした。

何はともあれ.東大をど退官されても，勝田博士は組織培訟の耐I，-eを今後とも活発K続けら

れるご予定と承っており，日本絹融t自殺学会の“看板男ぺあるいは“名物男“としての名声

は.いささかも揺ぎはなL、。今俺なおかくしゃくとして，いつまでもその研究而での活発さを

保持され，私どもにいつもながらの鋭い批判とど助言を賜りますことをお説いする次第である・0

培養細胞株の情報交換と株センターの構想

理化学問f兜所ライフサイエンス推進部

決験生物情報委員会動物培整細胞情報
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の賠を愛用している。

周知のよう tc.，勝田博士の f無血情培地Jと f無タンパク培地Jの区別の厳路さは峻烈でさ

えあったが，かつてマウスのL細胞の精地として培地中の血清の強庭をしだいK減少させてゆ

き，最終的Kは.まったくタンパタを含まtrい格地中でも増殖できる細胞株を確立され，とれ

をLn1 と名付けられた。その頃阪大でHeLa細胞やL細胞のタンパク合成， ~亥隊合成など K

ついて研究を進めていた私は，勝目隙士Kど無珂!をお願いしてとの株をいただき.研究室K持

ち帰った。との細胞は培差益瓶の犠Kは日とんF付精せず，丸い得波状態のままで培強や継代を

行なうため.通常のガラス犠K付精して楠殖している紺胞を見なれた私共は，勝手の違うその

細胞の取扱いK苦慮し，当時大学院生であった堀川君とともtc，との細胞を“Magic

と呼んで，不思議なこの細胞を， .まるで質賃な宝石を扱うよう K取扱った。

研究会をはじめ多くの学会で映写される勝田博士の恐ろしいまでによくピントのあったシネ

、

専門部会活動の中間報告

山田正篇(京大・絡学部・生地化学)

理化学研究所ライフサイエンス推進部は.科学技術庁の生命科学研究活動の推逃Kあたって

いる。 1971年よりいくつかのプロジzクト研究目標と，それを文披する業務目4裂を選定して，

具体化を進めてきた。将来組機培養学会会員諸兄の活動が期待される分野でもあり.ととK表i

記活動の中間報告をして諸兄の御怠考K供する次第である。

上紀ライフサイエンス折雌計画の支援業務の一部を目棟として表記の専門部

.，.、・:I!・l' .. -:.-~ I 
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会が存在するわけである。 1977年110揃b物組織培養細胞情報νステムの開発をその具.体的な

目様とした。しかし噂門制i会は真の目的を日本Kおける培盤細胞研究の将来の発展の誕地とし

ての文様補助と研究活動の糊和を求めること Kおいて，本年fJl:の活動もそのー混としてとらえ

ている。

活動の背喰 : 日本Kおける培務細胞研究の文擁活InJJは.本学会の培許制胞制d以下f'.k) 

登録制，勝田甫会員.佐藤二郎会員による株の保存維持状況糊査.文部省がん特別研究の一環

として株の保存維持供給の研究班(佐藤二郎班)等を中心K行なわれて来た。将来の培接細胞

研究の発展の為Kは.文桜活動の飛蹄l的な拡充と発展が必要とされるとと Kついては会員話兄

を中心としてようぞくその組織の輸が広がりつつあるとL、うのが現状であろう。専門部会は培

養細胞研究発展の紫地として次の 3機絡を想惇.している。

1. 専門的研・先を行なう特定のliJf究資Kおいて，各専門分野での研究を主眼とする株の開発，

保存，供給を行なう(サプセンター}。サプセンターは全l到κ介散し，各サプセ yターの迫

御Kよって株の1増発.特長づけ，保存，供給の全l司ネットワークを形成する。すでK佐藤班

の活動はこの機能守追求しており.その発展と成果が期待される。

2. 培発細胞株情報の集散，選択された有用株の資料株化(性情の明らかな細胞味の大世保存

と長期安定供給).なら(~tC絹織培世=細胞の研究を行なう研究業務中心(センター)を全国

l'C 1ケ所設ける。ライフサイエンス推進部の活動がこの俄簡を来すことが喝ましいという意

見もある。

3. 日本組織培益学会が上記活動の理念的ならびK人的な誕づけとなることが期待される。こ

れらの機構の実現にはなお11寺山lが必礎があるが，少くともその目保Kむかつて努力をつづけ

ているつもりである。

専門部会の活動現況 : 電子計算機Kよる株情報処理のシステムを開発すること.ならび

K特K有用な徐について性質.Jm:!P.等を収録した論文(除論文)を出版することを当面の目標

としているo これらについて素案がまとまり次第公帰して会員話先の御批判jを得たL、。またij]

筒Kついては本学会の意見を重視したL、。

専門部会の榔成

部会長 山田正鱒(会員)

部員 大野忠夫(放医師t) 

部員 金子 郎(地化研)

部長t 三井洋司(会員)

部員 訟村外志張(会員)
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S I MR-90~朱の供給について
佐藤二郎(岡山大・医・癌源研}

IMR--90株細胞は Institute for Medica1 Research(IMR) ~於て，

W 1 -:J8除K引続く正常人IJ台児制i巾来~lO lliqの資料株として問いることを目的として開発され

たものである。(w . W . N i c h 0 1 s e t a 1 . S c i e n c e 1 96 ， 60， (1 977 )) 0 N a tiona1 . 
Institutes. of Hea1th，Nationa1 Institute of AgingのDr.D.
Murphy I 1 MRのDr.W.W.Nicho1sの好意Kより，日本閣内において資料株の 1っと

して研究K供することを目的として贈与を受けた。一方我々は文部省がん特別日開活動の一環

として，険細胞の収集と供給Kつレて準備をすすめて来たが，上記1M R -90株細胞Kつい

ては供拾が可絶となったので必礎ある方は連絡を下されたい。

連絡先

関西地区 : 岡山大学医学部・癌源研究施設

病理部 佐藤二郎

〒700 間山市鹿目11Ilr2 -5-1 

T e1 (0 8 6 2 ) 23 -7 1 5 1内745，747
関東地区 東京大学医科学研究所・崎細胞学

日開部 松村外志張

〒108 港区白金台 1~-6-1

Te1 (03) 443-8 11 内259

なお供給活励は試験的な段階であるので供給能力K限りがある点は御了承いただきたL、。

S細胞周期に関する温度感受性変異細胞についての研究集会
井出利癒(東大・医利研・ウイルス)

昨年11月8日 9日の 2日聞にわたって米悶メリーランド州のアナポリスで僚記のような小

さな集会が催された。奉加者は約羽名で前もって報侍者(5名)の論文が配布されており，集

会では参加者が既Kそれを統んでいることを前提として，簡単な発表の後，大部分の時間が討

論Kついやされた。これちの論文および討論の要旨は J.Oe11u1ar Physiology ~発

表される予定なので，ここでは録者の主観を中心tL1簡単K報告するにとどめたい。

まず本集会の主砲である細胞周期の温度感受性変異株(Oe11 cyc1e sp~oifio ts 

motant)の介雌Kついて傑々な悶維が指摘さ花た。 通常まず単純なI{rowth motant 

の分離かち始められることが多いが，ひとたび得られたmotantがタンパク合成系などのよ

うな一般的なmotationではなく Icycle speci旨icな変異であるととをいかに証明しう
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るかということであるo 低濃度のタンパク合成IID害剤で処理された純明包がce11 cyc1eの

特定の点で停るよう托みえることがあるという例かち，タンパク合成系の1eakyなmotant

をoe11cyc1e specific motantと見間違う可情性が指摘された。 C911 cyc1e 

の何時点(特~ G I phase内部)での牛.化学的な家反応、が解明されていない現状では純仲陀

cyc1e specific motantをl司定する生化学的マーカーが無い訳で，逆陀マーカーと

なるべき生化学的な索反応をキnりたいがi牧K械々な tsmotantを単雌し解析したい択であ

る。又， G. ohase内での反応の進行が単線的なホのか緯線的なものか， Gt とGoのちが

いは何かなどKついても長時IBJの討論がなされたが具体的な成果には乏しかった。とのi面の研

究の現状をそのまま反映しているように，思う。

つぎ ~L，この集会が剥ß胞の motant f'L関する集会である陀もかかわちず，多くのウイルス

学者，特Kガンウイルス研究者が参加していたことが印象的であった。細胞の ts m :>tan t 

を附いた研究の方向性のひとつが明瞭K意i概されているo タイルスの琳穏には多くの細胞機能

を必唱とするととは良〈知られており， ts motant ce11~稲々のウイルスを感染させ

てウイルス鳩嫡の有無を調べる興践は既托いくつふ械侍されている。ウイルス増嫡喝穂のどの

段階が間容されるか守解併することによって，制服側の変異.機絡を傑ろうとするものである。

これとは逆の宅:慰で， motant ce11 K.ガンウイルスを感染させ，細胞DNA合目立の誘導

のヰ1"1慨を調べる実験例ヲ抑制特きれた。とれはガンウイルスの ear1y Drotein~ よって細

胞の変異機械が re~， cue されるか否かそ句1ろうとするものである o ガンウイルスの e 九r1y‘

proteinの機能が分るレベルで解明されつつある今日，この方而かちの研究が実り豊かな

成果を生み出す可能性は大きいと忠う。

ひとたび ts motantの分雄氏成功してもその変異機能を生化学的K決定するのは容易な

ことではないが，上記のようなウイルスを用いる実践の他，細胞融合などKよる遺伝学的解析，

sing1e ce11へのmicroinj ect ion法， ce11 free系の適用などを駆使すれば

充分K解析可能であるうとの印象をもった。
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識掛蜘 t

Technical Reports 

sプラステイクシャーレの保存
002 inoubatorでの・ンヤでレKよる情強は一自助旬である。 I詑iRはガラス・ンャーνでなく

プラスティクシャーレが持及するようκなn一段と培おが楽忙なった。特にプラスティクシャ

ーレは細胞の接苛が良いため抵唆な細胞の培お~':ì欠かぜぬものとなっている。このような細

胞を培脅した時の嬰舗として問定染色した-::---¥"ーνを保存しておきたL、ことが起ってくる。し

かし培器瓶の場合も同じであるが， νャーνの保存も控聞が閑雑である。また問定染色された

綱胞の写真揖彰も思う KまかせなL、のが;~自例である。

最近プラスティクシャーレを比較的簡単Ltc保存し，その活用tc(11i利な方法を思いついたので

ここKお知らせし，智憾のより良き御菅見をお伺いしたい。

用意するもの:プラスティク切婿刷カッター(文房具府か金物問で販売しています>.電顕

用スライドグラスと金婿製枠(マツナさが売り出しています)。

プラスティクカッターを用いて!河電染色した・ンャーレの平時間iの凸部の内側から切り取りま

す。何問も砲しながら傷をつける必嬰がありますが，慣れると比般的容易tc5cm従の円板を切

り取ることが出来ます。屯断rf)スライドグラス(5 C1Il角)1枚と切り取ったシャーレ円板の細

胞加を内iltlJ~ して合せ，金属枠.tt炭込みます。大きさとしては丁舵ひったりとi民りますが.マ
-、 ッナミ製の金属枠だとややがたつきかありますのでベyチで枠を上手Kはみ出さないも重K内官111

民向って締めつけるよう Kします。枠の上却はスコッチテープで技りつけておけば落ちません。

3.5叩径γ4・一νの場合は切り収ったシャーレ践板を 2枚の1ltif民間スライドグラスKはさんで

あとは同じよう Kします。

以上の僚にしますと， T;..t~のスライドと同じようになるわけですから，市販のカラースライ

ドファイルなどを利用して便利に保存出来るよう Kなります。またプロジェクターで映写が可

能ですので，皆で観察し討論することが出来ます。さらK写真.搬彬もシャーレの外相功Zなくな

るので光源K無理がなくなりピントも合せ易くなります。

しかしマツナミ製の屯刷用金崎枠はi事みが平や多すぎてベンチでの締めつけに骨がL、ること，

市販のスライドファイルK人れ鞄乱、など.まだ難点も残っています。現従ある会社Kシャーレ

専用のカッターと.シャーレ底板枠の試作を依開しています。

横浜市立大学医学部

梅田 誠
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s名誉会員
前号 幹事会誌事録の中で前向研究会民主ねいた外国籍研究者を名誉会員Kすることが決定

したとお知らせいたしましたが.名時会6¥は以下の 5氏です白

Evans，Virginia，J. 

Ham，Richard G. 

Ranadiva，Kamal J. 

Biomedical Research Institnte: 

12111 Parklawn Drive.Rockville， 
Maryland 20852，U.S.A. 

Deoartment of Molecular. 

Cr.，111l1ar and Developmental 

Biologv ， Univer~ity of C ηlorado: 

Boulder.Colorado 80J09.U.S.A. 

H iol 0 ~γDiviction.Gancer 

Research Inqtitute.Tata 

M町norialCentre:Par今1，Bombav
400012，India. 

Sanford，Katherine K. In Vitro Carcinogen~汚 is

Section.Laboratory of RNA 

Waymouth.Charity 

Tumっr Viruses.National Cancer 

Institute.Bethesda， Maryland 

20014.U.S.A. 

The Jackson Lab~ratory:Bar 

Harbor，Maine 0・1609，U.S.A.
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S編集後記

会員通信審号をお送りし主す。予定発行日をすぎてしまい第45悶研究会の1li{!l{{締め切り日ま

でいくばくもない状態となってしまいましたが， J明日K遅れなL、ょう托して下さい。

日本の組織地強の源流とい、うべき勝凶甫さんが併存退職されました。とはL、ってもまだま

だ継続している仕引もあることだろうし，考えておられる組織培鉄学のストーリーを箔成する

べく今後もど活閥されるととをお祈りしたL、。

先号でお知らせすべき新入会員の名簿，都合で次号陀掲llaすることKさせていただきます。

新入会の方K御迷特をおかけします。

繍~jtの依鞠K心よく応じて版制をお書き下さいました各位K感捌します。次号は 7 月下旬

発行予定です。科コラムへの投稿守お痛いL、たします。

( s ) 
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日本組織培養学会第46回研究会開催案内〈期日変更〉

第 45図研究会を下記Kより開催することになりましたので御案内申し上げます。

1 .会 場:京都大学薬学部構堂

京大楽友会館

2.日程 6月19日(月)

6月20日〈火〉忙期日変更いたしますので御了承下さい。

3.シンポジウム r組織培養法の癌研究への応用J
4.特別縞演 Goldon Sato 

仮題「ホルモン産生匝衝の組織培養Jを予定しています。

5. UJ演申込み締切:同封の鶴演申込み県に記入の上， 4月15日までに送付して下さい。

6.抄録原稿締切:爵演申込みの方には抄録原稿をお送りしますので 5月10日までに当方柁

必着するようと返送下さい。

7.鶴演時間:鶴浪，質疑応答を含めて， 1人30分を予定しています。

8.参加艶 2，000円

9.Ol演申込み先および連絡先:

〒606 京都市左京区吉田近衛町
京都大学医学部病理学教室 翠川 修

祖， 075-751-2111 内線 4421 

日本組織培護学会第46図研究会講演申し込み票

一般鶴演・ νンポジウム〈鶴演御希望の方tc(淵1をつけて下さい)

演題:

(ふbが1J:)
発表者氏名:(演者~C淵1をつけて下さい)

抄録用原稿用紙送付希望住所および氏名:

プロジェクター:(いずれかにO印をつけて下さい)

1 61Jt祝映写機:

その他の希望事項:

， ， 

1台使用 2台使用

要 不要

句. 
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